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外
輪
に
は
二
個
の
陰
電
子
を
付
着
し
、
第
二
外
輪
に
は
一
個
の
陰
電
子
を
付
着
し
、
第
四
原

子
、
第
五
原
子
と
進
む
に
従
い
、
第
二
外
輪
に
陰
電
子
の
数
が
一
個
ず
つ
増
加
し
そ
の
数
が
八

個
に
な
る
と
、
第
三
外
輪
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
八
個
の
陰
電
子
を
増
す
毎
に
外
輪
を
第
四
第
五

と
増
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
配
列
は
何
故
な
の
か
。
其
の
性
質
を
調
べ
て
見
る
と
、
九

十
二
個
の
原
子
が
八
つ
毎
に
其
の
性
質
が
週
期
的
に
循
環
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
、
第
三
番
目
の
リ
シ
ュ
ー
ム
原
子
と
、
第
十
一
番
目
の
ソ
ヂ
ュ
ー
ム
原
子
は
同
性

質
で
あ
り
、
第
四
番
目
の
ベ
リ
リ
ュ
ー
ム
原
子
と
、
第
十
二
番
の
マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
ム
原
子
と
は
同

性
質
で
あ
る
。 

更
に
一
個
の
原
子
は
、
八
個
以
上
の
原
子
と
化
合
能
力
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
八
価

元
素
」
と
云
う
が
、
私
は
そ
の
玄
妙
不
可
思
議
な
る
「
数
霊
」
に
額
ず
く
の
で
あ
る
。
（
こ
の
事

は
、
大
八
洲
の
国
生
み
、
八
柱
の
神
を
単
位
と
し
て
の
神
生
み
と
相
関
す
る
） 

 

原
子
の
種
類
に
依
り
、
原
子
核
の
周
囲
を
廻
転
し
て
い
る
陰
電
子
の
数
が
異
な
る
よ
う
に
、

核
内
の
陽
子
と
中
性
電
子
の
数
も
一
定
せ
ず
、
例
え
ば
、
第
二
番
目
の
ヘ
リ
ュ
ー
ム
原
子
で
は
、

其
の
周
囲
を
二
個
の
陰
電
子
が
廻
転
し
て
い
る
が
、そ
の
原
子
核
は
二
個
の
陽
子
と
二
個
の
中

性
電
子
か
ら
成
り
立
ち
、
第
八
番
目
の
酸
素
は
陰
電
子
八
個
に
対
し
て
核
内
の
中
性
電
子
八

陽
子
八
と
な
り
、
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
原
子
に
は
、
中
核
に
九
十
二
個
の
陽
子
と
、
百
四
十
二
個
の
中

性
電
子
が
あ
り
、
其
の
周
囲
を
九
十
二
個
の
陰
電
子
が
廻
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
陽

子
と
陰
電
子
の
数
が
同
じ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

陰
電
子
の
原
子
核
を
廻
転
す
る
速
度
は
、
一
秒
間
に
三
十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
は

前
述
し
た
が
、
其
の
引
合
力
、
排
斥
力
は
二
グ
ラ
ム
の
電
子
は
百
二
十
ク
オ
ド
リ
ン
噸
（
一
ク
オ

ド
リ
ン
は
百
万
を
四
乗
し
た
数
）
の
力
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
力
を
開
発
し
た
の
が
原
子
爆
弾

で
、
そ
の
原
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
原
子
で
あ
る
。
九
十
二
個
の
陽
子
と
陰

電
子
、
百
四
十
二
個
の
中
性
電
子
か
ら
成
立
し
て
い
る
こ
の
原
子
の
総
力
は
驚
く
べ
き
天
文
学

的
数
量
と
な
る
の
で
あ
る
。ま
た
、
水
素
爆
弾
は
、
水
素
に
三
種
類
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
第

一
は
、
一
個
の
陽
子
と
一
個
の
陰
電
子
と
か
ら
成
る
も
の
、
第
二
は
、
一
個
の
陽
子
一
個
の
中

性
電
子
に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
、第
三
は
、
一
個
の
陽
子
二
個
の
中
性
電
子

に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
第
三
の
核
に
中
性
電
子
を
有
す

る
も
の
は
重
水
素
と
呼
ば
れ
、こ
れ
が
水
爆
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
様
に
宇
宙
構
造
の
原
子
の
数
理
が
明
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
は
、
銀
を
金
に

し
、
鉛
を
銀
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
堆
く
積
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
や
自
動

車
な
ど
の
廃
品
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
不
用
品
も
、
鉛
や
銀
や
金
に
再
錬

金
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
宇
宙
は
数
理
に
よ
っ
て
構
造
さ
れ
て
居
り
、
更
に
創
造
さ

れ
、
造
化
さ
れ
て
い
く
。
数
は
天
地
の
「
一
」
で
あ
る
。 

 

前
号
の
補
説 

 

易
八
卦
の
数
理
の
所
に
、「
先
天
図
」
の
み
掲
げ
て
、「
後
天
図
」
を
お
と
し
て
い
た
か

ら
此
所
に
出
し
て
お
く
。「
先
天
図
」
は
説
卦
伝
第
三
章
に
「
天
地
位
を
定
め
、
三
沢
気
を

通
じ
、
雷
風
相
薄
り
、
水
火
相
射
わ
ず
、
八
卦
相
錯
わ
る
。
往
を
数
う
る
者
は
順
に
し
て
、

来
を
知
る
者
は
逆
な
り
。
是
の
故
に
易
は
逆
数
な
り
。」
の
文
に
よ
る
も
の
、
邵
康
節
は
、

之
を
伏
義
八
卦
の
位
な
り
と
曰
う
。
先
天
の
学
と
い
う
も
の
。「
後
天
図
」
は
説
卦
伝
第
五

章
に
「
帝
は
震
に
出
で
、
巽
に
斉
い
、
離
に
相
見
、
坤
に
致
役
し
、
兌
に
説
言
し
、
乾
に

戦
い
、
坎
に
労
し
、
艮
に
成
言
す
。
万
物
震
に
出
づ
、
震
は
東
方
な
り
。
巽
に
斉
う
。
巽

は
東
南
な
り
。
斉
う
と
は
万
物
の
潔
斎
を
言
う
な
り
。
離
と
は
明
か
な
り
。
万
物
皆
相
見

る
。
南
方
の
卦
な
り
。
聖
人
南
面
し
て
天
下
を
聴
き
、
明
に
嚮
い
て
治
む
。
蓋
し
諸
を
此

に
取
る
な
り
。
坤
と
は
地
な
り
。
万
物
皆
養
を
致
す
。
故
に
坤
に
致
役
す
と
曰
う
。
兌
は

正
秋
な
り
。
万
物
の
説
ぶ
所
な
り
。
故
に
兌
に
説
言
す
と
曰
う
。
乾
に
戦
う
。
乾
は
西
北

の
卦
な
り
。
陰
陽
相
薄
る
を
言
う
な
り
。
坎
は
水
な
り
。
正
北
方
の
卦
な
り
。
労
卦
な
り
。

万
物
の
帰
す
る
所
な
り
。
故
に
坎
に
労
す
と
曰
う
。
艮
は
東
北
の
卦
な
り
。
万
物
の
終
を

成
す
所
に
し
て
、
而
し
て
始
を
成
す
所
な
り
。
故
に
艮
に
威
厳
す
と
曰
う
。」
と
あ
り
。
此

の
章
は
八
卦
の
方
位
を
明
言
す
る
。
邵
康
節
の
文
王
八
卦
、
後
天
の
学
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
之
に
後
冊
十
二
支
を
配
す
る
。 

 

来
卍
（
ひ
だ
り
ま
ん
じ
）
は
誤
り
な
り
と
し
て
い
る
。 

 

平
凡
社
の
百
科
事
典
に
よ
る
と
、
卍
は 

と
も
書
く
。前
者
は
中
心
か
ら
周
囲
に
左
旋
し
た
も
の
、

後
者
は
右
旋
し
た
も
の
。こ
れ
は
太
陽
が
光
を
放
っ
て
い
る
状
態
を
象
形
化
し
た
も
の
ら
し
い
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
で
は
太
陽
神
ヴ
ィ
シ
ヌ
の
胸
部
の
旋
毛
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、仏
教
で
も
仏
陀
の
胸
や
足

う
ら
に
現
わ
れ
る
瑞
相
と
さ
れ
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も
使
用
さ
れ
る
。
ヒ
ン
ド
ウ
教
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は

右
旋
と
左
旋
と
に
意
義
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、中
国
や
日
本
で
は
区
別
が
な
く
、
仏
教
の
標

識
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

卍
と
卐
、
い
ず
れ
が
右
旋
か
。
色
々
論
議
が
あ
る
が
卍
は 

の
形
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば 

は
白
毫
の
右
旋
だ
か
ら
卍
が
「
み
ぎ
ま
ん
じ
」
と
す
る
が
よ
い
と
思
う
。 

 

瑞
祥
は
右
ま
ん
じ
で
よ
い
が
、
仏
の
世
相
、
宇
宙
の
作
用
に
は
、
前
か
ら
述
べ
て
き
た
っ
た
よ
う

に
陰
陽
奇
遇
右
旋
左
旋
も
あ
る
。
従
っ
て
卍
卐
い
ず
れ
も
あ
っ
て
よ
い
。
伊
邪
那
岐
神
の
神
言
は

天
地
神
仏
の
実
相
を
明
か
に
示
し
給
う
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

北
極
上
空
に
お
け
る
霊
感
か
ら
、地
球
の
地
軸
磁
場
に
及
び
、
北
極
紫
微
宮
か
ら
、
天
之
御
柱
、陰

陽
奇
遇
右
旋
左
旋
に
及
び
、
河
図
洛
書
の
「
北
を
一

は
じ
め

」
と
す
る
神
理
を
観
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
至
っ
て
私
は
、こ
の
神
理
は
神
理
と
し
な
が
ら
も
、
更
に
根
元
初
始
の
と
こ
ろ
を
見
極
め
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。
「
本
来
無
東
西
、何
処
有
南
北
、迷
故
三
界
城
、悟
故
十
方
空
」
の
空
な
る
世
界

で
あ
る
。地
上
の
限
定
さ
れ
た
場
所
に
於
て
は
、
北
に
一
を
見
た
て
て
東
西
南
北
を
定
め
る
こ
と
は

決
し
て
迷
う
が
故
で
は
な
い
。
陰
陽
二
神
の
神
言
と
行
為
は
天
之
御
柱
を
見
立
て
て
こ
れ
を
教
示

し
給
い
、
日
本
は
こ
の
道
に
よ
っ
て
国
生
み
神
生
み
を
し
て
神
道
に
よ
る
日
本
道
を
成
し
き
た
っ
て

居
り
、中
国
に
道
を
垂
れ
て
河
図
洛
書
八
卦
九
疇
洪
範
を
生
み
な
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
極

に
高
天
原
を
思
い
、
そ
こ
に
紫
微
宮
あ
り
、
天
之
御
中
主
神
及
び
天
津
神
々
在
ま
す
と
見
る
も
よ

い
。
世
界
紅
卍
字
会
の
よ
う
に
太
乙
北
極
真
経
を
説
く
も
よ
い
。
尊
敬
す
る
先
達
の
神
仙
達
は
、
明

か
に
そ
れ
を
観
て
い
よ
う
。が
、
私
は
更
に
究
極
を
探
ね
た
い
の
で
あ
る
。古
事
記
の
「
あ
め
つ
ち
の
は

じ
め
の
と
き
」
の
「
は
じ
め
」
、
「
一
」
よ
り
以
前
の
「
は
じ
め
」
則
ち
「
０
」
零
を
「
は
じ
め
」
と
す
る

「
は
じ
め
」
で
あ
る
。
初
め
な
き
初
め
と
初
め
と
す
る
初
め
で
あ
る
。
「
天
地
」
は
無
限
の
広
が
り
空

間
で
あ
り
、
無
窮
の
流
れ
の
時
間
で
あ
る
。広
が
り
な
き
広
が
り
、
流
れ
な
き
流
れ
、
そ
の
初
め
な
き

初
め
、
名
も
無
く
業
も
無
き
唯
一
絶
対
の
世
界
、
そ
の
天
地
で
あ
り
、
そ
の
初
め
で
あ
る
。
そ
こ
が

高
天
原
で
あ
り
、
天
之
御
中
主
神
は
そ
こ
に
「
な
り
ま
せ
る
」
の
で
あ
る
。 

粋
な
生
命
は
自
ら
神
理
に
協
う
の
で
あ
る
。
美
斗
能
麻
具
波
比
は
最
も
神
意
に
協
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
一
体
と
な
っ
た
境
地
は
小
さ
い
自
己
を
忘
却
し
て
天
に
い
た
る
感
動
無
我
の
世

界
、
そ
こ
は
中
央
の
五
の
世
界
、
そ
こ
は
天
之
御
柱
の
世
界
で
天
之
御
中
主
神
の
世
界
に
い
た

る
位
で
あ
る
。
偉
大
な
る
生
命
の
須
佐
男
命
の
感
動
か
ら
生
れ
た
響
、
和
歌
は
自
ら
伊
邪
那

岐
伊
邪
那
美
の
神
言
に
協
い
、
神
々
も
弥
栄
へ
を
祝
し
た
ま
う
て
、
い
よ
い
よ
に
白
雲
を
四
方
八

方
に
立
ち
騰
ら
し
め
給
う
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
男
女
の
道
の
み
で
は
な
い
こ
の
陰
陽
奇
遇
の
道

に
協
っ
た
と
き
、
天
之
御
中
主
神
の
神
霊
に
触
れ
て
一
大
感
動
が
全
身
心
に
み
ち
る
の
で
あ

る
。伊
邪
那
岐
神
の
神
言
は
最
極
の
教
示
で
あ
る
。 

 

美
斗
能
麻
具
波
比
は
最
も
神
聖
神
妙
な
る
が
故
に
隠
所
に
お
こ
す
も
の
、
八
雲
八
重
垣
の
奥

深
く
「
つ
ま
ご
み
」
す
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
が
人
間
の
性
で
あ
る
。
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ず

ん
ば
、
そ
の
子
孫
に
純
粋
な
る
人
の
子
は
生
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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物
理
学
者
は
物
の
創
始
を
探
ね
て
不
断
の
旅
を
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
子
、
陰
電
子
、
陽

電
子
、
中
性
子
、
中
間
子
、
中
性
微
子
な
ど
と
、
原
子
以
前
の
素
粒
子
を
捉
え
得
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
未
だ
究
極
に
い
た
り
得
て
い
な
い
。 

し
か
し
、
物
を
構
成
す
る
組
織
の
第
一
階
段
に
お
い
て
九
十
二
個
（
自
然
の
も
の
、
人
工
原
子

十
一
種
）
の
原
子
を
発
見
し
、
そ
の
原
子
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
原
子
（Ato

m

）
は
、
原
子
核
（
中
核
）
と
電
子
よ
り
成
り
、
原
子
核
は
中
性
電
子
（
ニ
ュ
ー
ト

ロ
ン
）
と
、
陽
子
（
プ
ロ
ト
ン
）
と
、
中
間
子
（
メ
ソ
ト
ロ
ン
）
と
の
結
合
で
成
り
、
其
の
周
囲
を
陰
電

子
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
）
が
、一
秒
間
三
十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
力
で
右
に
廻
転
し
、
陽
子
は
左
に
廻

転
し
て
い
る
。
そ
こ
に
数
霊
の
玄
妙
が
窺
わ
れ
る
。こ
れ
を
メ
ン
デ
レ
フ
の
週
期
率
と
呼
び
八
価
元

素
と
云
う
て
い
る
。 

第
一
番
目
の
水
素
原
子
は
一
個
の
陽
子
に
対
し
、一
個
の
陰
電
子
を
付
着
し
て
い
る
。
二
個
の

陰
電
子
を
付
着
し
て
い
る
ヘ
リ
ュ
ー
ム
を
二
番
と
し
、
順
次
規
則
正
し
く
一
個
ず
つ
陰
電
子
の
数

を
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、更
に
数
霊
の
不
思
議
さ
は
、
第
一
番
目
の
水
素
原
子
と
、
第
二
番
目
の

ヘ
リ
ュ
ー
ム
原
子
は
、
陰
電
子
の
廻
る
軌
道
が
一
つ
し
か
な
い
か
ら
第
一
外
輪
だ
け
で
あ
る
が
、
第

三
番
目
の
リ
シ
ュ
ー
ム
原
子
は
陰
電
子
の
走
る
軌
道
が
二
つ
あ
る
か
ら
第
二
外
輪
が
あ
り
、
第
一

外
輪
に
は
二
個
の
陰
電
子
を
付
着
し
、第
二
外
輪
に
は
一
個
の
陰
電
子
を
付
着
し
、
第
四
原
子
、

第
五
原
子
と
進
む
に
従
い
、
第
二
外
輪
に
陰
電
子
の
数
が
一
個
ず
つ
増
加
し
そ
の
数
が
八
個

に
な
る
と
、
第
三
外
輪
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
八
個
の
陰
電
子
を
増
す
毎
に
外
輪
を
第
四
第
五

と
増
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
配
列
は
何
故
な
の
か
。
其
の
性
質
を
調
べ
て
見
る
と
、

九
十
二
個
の
原
子
が
八
つ
毎
に
其
の
性
質
が
週
期
的
に
循
環
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
に
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第
三
番
目
の
リ
シ
ュ
ー
ム
原
子
と
、
第
十
一
番
目
の
ソ
ヂ
ュ
ー
ム

原
子
は
同
性
質
で
あ
り
、
第
四
番
目
の
ベ
リ
リ
ュ
ー
ム
原
子
と
、
第
十
二
番
の
マ
グ
ネ
シ
ュ

ー
ム
原
子
と
は
同
性
質
で
あ
る
。 

 

更
に
一
個
の
原
子
は
、
八
個
以
上
の
原
子
と
化
合
能
力
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
八

価
元
素
」
と
云
う
が
、
私
は
そ
の
玄
妙
不
可
思
議
な
る
「
数
霊
」
に
額
ず
く
の
で
あ
る
。（
こ

の
事
は
、
大
八
洲
の
国
生
み
、
八
柱
の
神
を
単
位
と
し
て
の
神
生
み
と
相
関
す
る
） 

 

原
子
の
種
類
に
依
り
、
原
子
核
の
周
囲
を
廻
転
し
て
い
る
陰
電
子
の
数
が
異
な
る
よ
う

に
、
核
内
の
陽
子
と
中
性
電
子
の
数
も
一
定
せ
ず
、
例
え
ば
、
第
二
番
目
の
ヘ
リ
ュ
ー
ム
原

子
で
は
、
其
の
周
囲
を
二
個
の
陰
電
子
が
廻
転
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
子
核
は
二
個
の
陽
子

と
二
個
の
中
性
電
子
か
ら
成
り
立
ち
、
第
八
番
目
の
酸
素
は
陰
電
子
八
個
に
対
し
て
核
内
の

中
性
電
子
八
陽
子
八
と
な
り
、
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
原
子
に
は
、
中
核
に
九
十
二
個
の
陽
子
と
、

百
四
十
二
個
の
中
性
電
子
が
あ
り
、
其
の
周
囲
を
九
十
二
個
の
陰
電
子
が
廻
転
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
陽
子
と
陰
電
子
の
数
が
同
じ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

陰
電
子
の
原
子
核
を
廻
転
す
る
速
度
は
、
一
秒
間
に
三
十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と

は
前
述
し
た
が
、
其
の
引
合
力
、
排
斥
力
は
二
グ
ラ
ム
の
電
子
は
百
二
十
ク
オ
ド
リ
ン
噸
（
一

ク
オ
ド
リ
ン
は
百
万
を
四
乗
し
た
数
）
の
力
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
力
を
開
発
し
た
の
が
原

子
爆
弾
で
、
そ
の
原
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
原
子
で
あ
る
。
九
十
二
個

の
陽
子
と
陰
電
子
、
百
四
十
二
個
の
中
性
電
子
か
ら
成
立
し
て
い
る
こ
の
原
子
の
総
力
は
驚

く
べ
き
天
文
学
的
数
量
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
水
素
爆
弾
は
、
水
素
に
三
種
類
あ
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
、
第
一
は
、
一
個
の
陽
子
と
一
個
の
陰
電
子
と
か
ら
成
る
も
の
、
第
二
は
、

一
個
の
陽
子
一
個
の
中
性
電
子
に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
、
第
三
は
、
一
個

の
陽
子
二
個
の
中
性
電
子
に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
第
三

の
核
に
中
性
電
子
を
有
す
る
も
の
は
重
水
素
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
水
爆
に
利
用
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 

 

こ
の
様
に
宇
宙
構
造
の
原
子
の
数
理
が
明
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
は
、
銀
を
金

に
し
、
鉛
を
銀
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
堆
く
積
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
や
自
動

車
な
ど
の
廃
品
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
不
用
品
も
、
鉛
や
銀
や
金
に
再
錬
金

さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
宇
宙
は
数
理
に
よ
っ
て
構
造
さ
れ
て
居
り
、
更
に
創
造
さ
れ
、

造
化
さ
れ
て
い
く
。
数
は
天
地
の
「
一
」
で
あ
る
。 

 

前
号
の
補
説 

 

易
八
卦
の
数
理
の
所
に
、「
先
天
図
」
の
み
掲
げ
て
、「
後
天
図
」
を
お
と
し
て
い
た
か
ら

此
所
に
出
し
て
お
く
。「
先
天
図
」
は
説
卦
伝
第
三
章
に
「
天
地
位
を
定
め
、
三
沢
気
を
通
じ
、

雷
風
相
薄
り
、
水
火
相
射
わ
ず
、
八
卦
相
錯
わ
る
。
往
を
数
う
る
者
は
順
に
し
て
、
来
を
知

る
者
は
逆
な
り
。
是
の
故
に
易
は
逆
数
な
り
。
」
の
文
に
よ
る
も
の
、
邵
康
節
は
、
之
を
伏
義

八
卦
の
位
な
り
と
曰
う
。
先
天
の
学
と
い
う
も
の
。「
後
天
図
」
は
説
卦
伝
第
五
章
に
「
帝
は

震
に
出
で
、
巽
に
斉
い
、
離
に
相
見
、
坤
に
致
役
し
、
兌
に
説
言
し
、
乾
に
戦
い
、
坎
に
労

し
、
艮
に
成
言
す
。
万
物
震
に
出
づ
、
震
は
東
方
な
り
。
巽
に
斉
う
。
巽
は
東
南
な
り
。
斉

う
と
は
万
物
の
潔
斎
を
言
う
な
り
。
離
と
は
明
か
な
り
。
万
物
皆
相
見
る
。
南
方
の
卦
な
り
。

聖
人
南
面
し
て
天
下
を
聴
き
、
明
に
嚮
い
て
治
む
。
蓋
し
諸
を
此
に
取
る
な
り
。
坤
と
は
地

な
り
。
万
物
皆
養
を
致
す
。
故
に
坤
に
致
役
す
と
曰
う
。
兌
は
正
秋
な
り
。
万
物
の
説
ぶ
所

な
り
。
故
に
兌
に
説
言
す
と
曰
う
。
乾
に
戦
う
。
乾
は
西
北
の
卦
な
り
。
陰
陽
相
薄
る
を
言

う
な
り
。
坎
は
水
な
り
。
正
北
方
の
卦
な
り
。
労
卦
な
り
。
万
物
の
帰
す
る
所
な
り
。
故
に

坎
に
労
す
と
曰
う
。
艮
は
東
北
の
卦
な
り
。
万
物
の
終
を
成
す
所
に
し
て
、
而
し
て
始
を
成

す
所
な
り
。
故
に
艮
に
威
厳
す
と
曰
う
。
」
と
あ
り
。
此
の
章
は
八
卦
の
方
位
を
明
言
す
る
。

邵
康
節
の
文
王
八
卦
、
後
天
の
学
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
之
に
後
冊
十
二
支
を
配
す
る
。 

右
ね
じ
の
法
則 

 

電
流
は
磁
界
を
作
る
。直
線
の
導
線
に
沿
っ
て
流
れ
る
電
流
。
即
ち
直
線
電
流
に
よ
っ
て
生
ず
る

磁
力
線
は
、
そ
の
電
流
に
垂
直
な
面
内
で
電
流
を
中
心
と
し
て
同
心
円
状
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
向
き
は
電
流
の
流
れ
て
い
る
向
き
に
右
ね
じ
を
進
め
よ
う
と
考
え
た
時
、
ね
じ
を
回
す

向
き
と
一
致
す
る
。 

 

こ
れ
を
右
ね
じ
の
法
則
と
い
う
。
主
体
を
中
心
に
右
旋
の
法
則
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。 

卍
（
バ
ン
マ
ン
）
ま
ん
じ 

印
度
に
於
け
る
吉
祥
の
様
相
で
、
ま
ん
じ
、
梵
語
で

S
riv

a
ts

a

室
哩
靺
蹉
（
シ
リ
バ
ッ
サ
）

S
v
a

s
tik

a

塞
縛
悉
底
迦
（
ス
バ
シ
チ
カ
）
と
い
う
。吉
祥
雲
海
・
有
楽
・
幸
福
の
意
で
、
仏
の
胸
上

に
在
る
。
吉
祥
の
標
識
で
あ
る
の
を
、
吉
祥
万
徳
の
集
ま
る
意
か
ら
中
国
の
訳
経
家
が
万
の
字
に

当
て
は
め
て
用
い
た
。 

卍
は
康
煕
字
典
に
従
っ
た
も
の
で
、
高
麗
本
の
蔵
経
及
び
慧
淋
音
義
二
十
一
の
華
厳
音
義
共

に
卐
に
作
る
。
右
旋
の
形
で
多
く
は
卐
に
作
る
。右
旋
の
卐
は
（
み
ぎ
ま
ん
じ
）
と
称
し
、
仏
を
礼
敬
す

る
に
右
旋
三
匝
し
、
仏
の
眉
間
の
白
毫
も 

の
相
を
示
し
右
旋
婉
転
し
て
い
る
。故
に
卐
に
作
り
、古
来

卍
（
ひ
だ
り
ま
ん
じ
）
は
誤
り
な
り
と
し
て
い
る
。 

 

平
凡
社
の
百
科
事
典
に
よ
る
と
、
卍
は
〇
と
も
書
く
。
前
者
は
中
心
か
ら
周
囲
に
左
旋
し
た
も
の
、

後
者
は
右
旋
し
た
も
の
。
こ
れ
は
太
陽
が
光
を
放
っ
て
い
る
状
態
を
象
形
化
し
た
も
の
ら
し
い
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
太
陽
神
ヴ
ィ
シ
ヌ
の
胸
部
の
旋
毛
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、
仏
教
で
も
仏
陀
の

胸
や
足
う
ら
に
現
れ
る
瑞
相
と
さ
れ
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も
使
用
さ
れ
る
。
ヒ
ン
ド
ウ
教
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
で
は
右
旋
と
左
旋
と
に
意
義
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
中
国
や
日
本
で
は
区
別
が
な
く
、

仏
教
の
標
識
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

卍
と
卐
、
い
ず
れ
が
右
旋
か
。
色
々
論
議
が
あ
る
が
卍
は
〇
の
形
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
〇
は
白
毫
の
右
旋
だ
か
ら
卍
が
「
み
ぎ
ま
ん
じ
」
と
す
る
が
よ
い
と
思
う
。 

 

瑞
祥
は
右
ま
ん
じ
で
よ
い
が
、
仏
の
世
相
、
宇
宙
の
作
用
に
は
、
前
か
ら
述
べ
て
き
た
っ

た
よ
う
に
陰
陽
奇
遇
右
旋
左
旋
も
あ
る
。
従
っ
て
卍
卐
い
ず
れ
も
あ
っ
て
よ
い
。
伊
邪
那
岐
神

の
神
言
は
天
地
神
仏
の
実
相
を
明
か
に
示
し
給
う
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

北
極
上
空
に
お
け
る
霊
感
か
ら
、
地
球
の
地
軸
磁
場
に
及
び
、
北
極
紫
微
宮
か
ら
、
天
之
御
柱
、

陰
陽
奇
遇
右
旋
左
旋
に
及
び
、
河
図
洛
書
の
「
北
を
一
」
と
す
る
神
理
を
観
て
き
た
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
に
至
っ
て
私
は
、
こ
の
神
理
は
神
理
と
し
な
が
ら
も
、
更
に
根
元
初
始
の
と
こ
ろ
を
見

極
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。「
本
来
無
東
西
、
何
処
有
南
北
、
迷
故
三
界
城
、
悟
故
十
方
空
」

の
空
な
る
世
界
で
あ
る
。
地
上
の
限
定
さ
れ
た
場
所
に
於
て
は
、
北
に
一
を
見
た
て
て
東
西
南
北

を
定
め
る
こ
と
は
決
し
て
迷
う
が
故
で
は
な
い
。
陰
陽
二
神
の
神
言
と
行
為
は
天
之
御
柱
を
見
立

て
て
こ
れ
を
教
示
し
給
い
、
日
本
は
こ
の
道
に
よ
っ
て
国
生
み
神
生
み
を
し
て
神
道
に
よ
る
日
本

道
を
成
し
き
た
っ
て
居
り
、
中
国
に
道
を
垂
れ
て
河
図
洛
書
八
卦
九
疇
洪
範
を
生
み
な
し
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。
北
極
に
高
天
原
を
思
い
、
そ
こ
に
紫
微
宮
あ
り
、
天
之
御
中
主
神
及
び
天
津
神
々

在
ま
る
と
見
る
も
よ
い
。
世
界
紅
卍
字
会
の
よ
う
に
太
乙
北
極
真
経
を
説
く
も
よ
い
。
尊
敬
す
る

先
達
の
神
仙
達
は
、
明
か
に
そ
れ
を
観
て
い
よ
う
。
が
、
私
は
更
に
究
極
を
探
ね
た
い
の
で
あ
る
。

古
事
記
の
「
あ
め
つ
ち
の
は
じ
め
の
と
き
」
の
「
は
じ
め
」、「
一
」
よ
り
以
前
の
「
は
じ
め
」
則

ち
「
０
」
零
を
「
は
じ
め
」
と
す
る
「
は
じ
め
」
で
あ
る
。
初
め
な
き
初
め
と
初
め
と
す
る
初
め

で
あ
る
。「
天
地
」
は
無
限
の
広
が
り
空
間
で
あ
り
、
無
窮
の
流
れ
の
時
間
で
あ
る
。
広
が
り
な

き
広
が
り
、
流
れ
な
き
流
れ
、
そ
の
初
め
な
き
初
め
、
名
も
無
く
業
も
無
き
唯
一
絶
対
の
世
界
、

そ
の
天
地
で
あ
り
、
そ
の
初
め
で
あ
る
。
そ
こ
が
高
天
原
で
あ
り
、
天
之
御
中
主
神
は
そ
こ
に
「
な

り
ま
せ
る
」
の
で
あ
る
。 

「
つ
ま
ご
み
」
の
歌 

 

こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
後
に
出
て
く
る
速
須
佐
男
命
の
「
つ
ま
ご
み
」
の
御
歌
で
あ
る
。

日
本
武
尊
、
雄
略
天
皇
な
ど
歌
は
英
雄
の
生
命
か
ら
鳴
り
響
き
出
ず
る
も
の
か
。
日
本
の
敷
島

の
道
で
あ
る
和
歌
の
は
じ
め
が
、
最
も
荒
ぶ
る
神
で
あ
り
後
英
雄
神
と
な
ら
れ
た
須
佐
男
命
に

よ
っ
て
詠
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
は 

 
    

 

や
く
も
た
つ 

出
雲
八
重
垣 

つ
ま
ご
み
に 

八
重
垣
つ
く
る 

其
の
八
重
垣
を 

櫛
名
田
比
売
を
娶
ら
れ
て
、
そ
の
籠
り
寝
る
べ
き
寝
所
の
宮
に
八
重
垣
を
お
作
り
に
な
っ
た
と
き

そ
の
「
す
が
す
が
し
い
」
と
お
喜
び
に
な
っ
た
須
賀
の
地
か
ら
雲
が
立
ち
騰
っ
た
の
で
あ
る
。
感
動

の
籠
っ
た
絶
唱
で
あ
る
。
私
は
こ
の
歌
を
唱
し
て
、
前
述
の
河
図
洛
書
の
象
を
思
い
出
す
。湧
き
出

づ
る
四
方
の
白
雲
の
中
に
こ
も
り
給
っ
た
須
佐
男
命
と
櫛
名
田
比
売
。
「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢

え
、
我
は
左
よ
り
廻
り
逢
わ
ん
」
と
約ち

ぎ

り
て
美
斗
能
麻
具
波
比
せ
ら
れ
た
御
祖
の
神
言
が
こ
こ

で
自
ら
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
雲
八
重
垣
は
周
囲
の
四
つ
ま
た
は
八
つ
の
数
で
あ
る
。

河
図
に
お
い
て
は
、
陽
三
が
左
旋
し
て
二
を
取
り
、
陰
四
が
右
旋
し
て
一
を
取
り
五
と
な
っ
て
中

の
宮
に
こ
も
る
。
洛
書
に
お
い
て
は
、
北
の
一
が
東
の
三
、
南
の
九
、
西
の
七
、
と
左
旋
し
、
南
西
の

二
が
東
南
の
四
、
北
東
の
八
、
西
北
の
六
と
右
旋
し
て
中
央
の
隠
所
の
宮
で
美
斗
能
麻
具
波
比

し
て
国
産
み
神
産
み
を
な
さ
れ
た
そ
の
こ
と
と
符
節
を
合
せ
て
相
協
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
純 
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で
、
そ
の
原
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
原
子
で
あ
る
。
九
十
二
個
の
陽
子
と
陰

電
子
、
百
四
十
二
個
の
中
性
電
子
か
ら
成
立
し
て
い
る
こ
の
原
子
の
総
力
は
驚
く
べ
き
天
文
学

的
数
量
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
水
素
爆
弾
は
、
水
素
に
三
種
類
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
第

一
は
、
一
個
の
陽
子
と
一
個
の
陰
電
子
と
か
ら
成
る
も
の
、
第
二
は
、
一
個
の
陽
子
一
個
の
中

性
電
子
に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
、第
三
は
、
一
個
の
陽
子
二
個
の
中
性
電
子

に
対
し
て
一
個
の
陰
電
子
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
第
三
の
核
に
中
性
電
子
を
有
す
る

も
の
は
重
水
素
と
呼
ば
れ
、こ
れ
が
水
爆
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
に
宇
宙
構
造
の
原
子
の
数
理
が
明
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
は
、
銀
を
金
に
し
、

鉛
を
銀
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
堆
く
積
ま
れ
た
ガ
ラ
ス
や
自
動
車
な
ど
の
廃

品
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
不
用
品
も
、
鉛
や
銀
や
金
に
再
錬
金
さ
れ
る
に
至
る
で

あ
ろ
う
。宇
宙
は
数
理
に
よ
っ
て
構
造
さ
れ
て
居
り
、更
に
創
造
さ
れ
、
造
化
さ
れ
て
い
く
。
数
は

天
地
の
「
一
」
で
あ
る
。 

 

前
号
の
補
説 

易
八
卦
の
数
理
の
所
に
、
「
先
天
図
」
の
み
掲
げ
て
、
「
後
天
図
」
を
お
と
し
て
い
た
か
ら
此
所

に
出
し
て
お
く
。
「
先
天
図
」
は
説
卦
伝
第
三
章
に
「
天
地
位
を
定
め
、
三
沢
気
を
通
じ
、
雷
風

相
薄
り
、水
火
相
射
わ
ず
、
八
卦
相
錯
わ
る
。往
を
数
う
る
者
は
順
に
し
て
、来
を
知
る
者
は
逆

な
り
。
是
の
故
に
易
は
逆
数
な
り
。
」
の
文
に
よ
る
も
の
、
邵
康
節
は
、
之
を
伏
義
八
卦
の
位
な

り
と
曰
う
。
先
天
の
学
と
い
う
も
の
。
「
後
天
図
」
は
説
卦
伝
第
五
章
に
「
帝
は
震
に
出
で
、巽
に

斉
い
、離
に
相
見
、
坤
に
致
役
し
、
兌
に
説
言
し
、乾
に
戦
い
、坎
に
労
し
、
艮
に
成
言
す
。
万
物
震

に
出
づ
、
震
は
東
方
な
り
。
巽
に
斉
う
。
巽
は
東
南
な
り
。
斉
う
と
は
万
物
の
潔
斎
を
言
う
な
り
。

離
と
は
明
か
な
り
。万
物
皆
相
見
る
。
南
方
の
卦
な
り
。
聖
人
南
面
し
て
天
下
を
聴
き
、
明
に
嚮

い
て
治
む
。
蓋
し
諸
を
此
に
取
る
な
り
。
坤
と
は
地
な
り
。
万
物
皆
養
を
致
す
。
故
に
坤
に
致
役

す
と
曰
う
。
兌
は
正
秋
な
り
。
万
物
の
説
ぶ
所
な
り
。
故
に
兌
に
説
言
す
と
曰
う
。
乾
に
戦
う
。

乾
は
西
北
の
卦
な
り
。陰
陽
相
薄
る
を
言
う
な
り
。坎
は
水
な
り
。
正
北
方
の
卦
な
り
。労
卦
な

り
。
万
物
の
帰
す
る
所
な
り
。
故
に
坎
に
労
す
と
曰
う
。
艮
は
東
北
の
卦
な
り
。
万
物
の
終
を
成

す
所
に
し
て
、
而
し
て
始
を
成
す
所
な
り
。
故
に
艮
に
威
厳
す
と
曰
う
。
」
と
あ
り
。
此
の
章
は

八
卦
の
方
位
を
明
言
す
る
。
邵
康
節
の
文
王
八
卦
、
後
天
の
学
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
之
に
後

冊
十
二
支
を
配
す
る
。 

第
三
章 

農
民
生
活
の
倫
理
的
考
察 

 
 
 

 
 

菅
原 

兵
治 

～
第
一
節 

文
質
原
理
よ
り
見
た
る
農
民
の
諸
態
度
～ 

  

第
一
章
に
於
て
「
農
」
の
哲
学
的
意
義
を
究
め
、
第
二
章
に
於
て
「
農
」
の
歴
史
的
使
命
を
明

か
に
し
、
以
て
農
の
重
要
性
を
知
り
得
た
私
共
は
、
更
に
近
く
思
い
を
致
し
て
脚
踉
下
を
照
顧

す
る
の
眼
を
以
て
、
現
下
農
民
の
実
際
的
態
度
を
倫
理
的
見
地
よ
り
観
察
研
究
し
た
い
と
思

う
。こ
れ
亦
貴
い
修
己
の
一
要
事
で
あ
る
。 

 

従
来
の
分
類 

 

従
来
農
民
の
分
類
に
用
い
ら
れ
た
名
称
は
、
耕
作
反
別
の
大
小
に
よ
っ
て
区
別
せ
し
大
農
、中

農
、
小
農
等
の
外
形
的
分
類
は
別
と
し
て
、
其
の
生
活
内
容
よ
り
或
は
「
精
農
」
と
い
い
、
或
は

「
惰
農
」
と
い
い
、或
は
「
篤
農
」
と
い
い
、更
に
近
来
は
一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
「
悟
農
」
な
ど
い
う

名
称
を
以
て
区
分
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
間
に
判
然
た
る
区
別
の
存

す
る
も
の
で
も
な
く
、
又
、
一
定
の
原
理
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
分
類
と
も
見
ら
れ
ず
、
殆
ど
常
識

的
分
類
の
名
称
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
私
は
こ
の
農
民
の
態
度
の
分
類
に
就
い
て
も
亦
前

述
の
文
質
の
原
理
よ
り
論
述
批
判
し
て
見
た
い
と
思
う
。 

  
   

彊
義
的
態
度 

 

文
質
関
係
よ
り
い
え
ば
、
理
想
的
農
民
の
態
度
は
勿
論
「
文
質
彬
々
た
る
君
子
」
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
農
道
生
活
に
於
て
、
何
を
文
と
な
し
、
何
を
質
と
な
す
べ
き
か
。
思
う
に
農
道

生
活
の
表
現
に
於
て
は
、
実
行
的
態
度
が
質
で
あ
り
、
説
示
的
態
度
が
文
で
あ
る
。
故
に
文
質

彬
々
た
る
農
道
的
君
子
は
、
強
き
実
行
力―

―

勤
労
力
を
有
す
る
と
与
に
、
又
、
其
の
実
行
の

深
き
意
義
を
理
会
証
悟
す
る
教
養
も
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
然
し
そ
れ
は
決
し
て
軽
薄
に
喋
々

す
る
の
謂
で
は
な
い
。
）
換
言
す
れ
ば
一
面
強
き
実
行
力
の
所
有
者
た
る
と
与
に
、
一
面
深
き

義
理
の
自
覚
者
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
態
度
を
私
は
先
哲
の
用
語
に
従
っ
て
彊
義
的
態
度
と

い
う
。 

 
 

（
注
）
彊
義
的
態
度
の
「
彊
義
」
の
語
は
書
経
皐
陶
謨
の
九
徳
中
の
「
彊
而
義
」
の
意
で
あ
る
。

「
彊
」
は
「
つ
よ
し
」
と
訓
み
、
実
行
力
の
強
き
を
意
味
し
、「
義
」
は
其
の
彊
の
実
行
力
が
正
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し
き
義
に
か
な
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。 

 
兎
角
彊
い
者
は
其
の
「
力
」
に
委
せ
て
瀆
武
に
走
り
易
く
、
義
理
を
説
く
者
は
屁
理
屈
を
こ

ね
て
実
行
的
活
力
に
乏
し
い
。
然
し
私
共
の
望
む
処
の
も
の
は
、
希
く
は
彊
に
し
て
義
、
義
に
し

て
彊
な
る
態
度
で
あ
る
。
苟
く
も
三
種
の
神
器
を
戴
く
日
本
国
民
と
し
て
、
剣
を
揮
っ
て
決
死

邁
往
す
る
力
あ
る
と
与
に
、
又
鏡
を
以
て
其
の
理
を
照
破
し
、
玉
を
以
て
和
か
に
之
を
抱
擁
す

る
知
と
仁
と
を
有
た
ま
ほ
し
き
も
の
で
あ
る
。 

 

か
く
い
え
ば
、
彊
而
義
な
ど
、
そ
ん
な
事
は
理
想
論
だ
、
況
ん
や
百
姓
農
民
に
向
っ
て
そ
ん
な

事
を
要
求
し
た
処
で
、
そ
れ
は
言
う
べ
く
し
て
求
め
難
い
こ
と
で
あ
る
。
農
民
は
只
文
句
な
し
に

働
け
ば
そ
れ
で
よ
い
で
は
な
い
か―

―
と
い
う
か
も
知
れ
ぬ
。然
し
私
は
之
に
対
し
て
徐
ろ
に
答

え
よ
う
。
農
民
は
或
は
そ
れ
で
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
私
共
が
瑞
穂
国
永
安
の
礎
石
と
し
て
、

而
し
て
日
本
国
家
作
新
の
原
動
力
と
し
て
要
望
す
る
日
本
農
士
は
、
仮
令
至
難
で
あ
る
に
せ

よ
、
此
事
を
冀
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
又
、
事
実
に
就
い
て
此
事
を
見
よ
、
少
く
も
農
道
的
偉

人
と
し
て
徳
を
後
世
に
及
ぼ
し
た
人
々
は
、
何
れ
も
唯
単
に
彊
き
実
行
力
、
労
働
力
に
優
れ
て

い
た
の
み
に
止
ら
ず
、
そ
の
言
に
於
て
文
に
於
て
、
義
理
の
説
示
に
亦
非
凡
な
る
力
量
を
示
し

て
い
る
。
二
宮
尊
徳
を
見
よ
、
大
原
幽
学
を
見
よ
、
石
川
理
紀
之
助
を
見
よ
、
船
津
伝
次
平
を

見
よ
、
実
に
も
の
の
見
事
に
、
彊
に
し
て
義
、
義
に
し
て
彊
な
る
文
質
彬
々
た
る
態
度
を
堂
々
と

示
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
実
際
は
仲
々
至
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
吾
々
の
欣
求
の
目
標
た
る
理

想
を
低
下
せ
し
め
俗
化
せ
し
む
る
こ
と
は
決
し
て
人
生
を
向
上
せ
し
む
る
所
以
で
は
な
い
。

吾
々
人
生
の
理
想
は
飽
く
ま
で
も
高
く
完
き
高
峯
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
況
ん
や
浮
文
の
末
に

趨
る
現
下
の
時
勢
を
匡
救
し
て
正
道
に
帰
せ
し
む
べ
き
大
い
な
る
使
命
を
「
農
」
に
於
て
担
当

せ
ん
と
覚
悟
し
熱
願
す
る
者
に
於
て
お
や
。
（
こ
の
彊
義
的
態
度
が
更
に
洗
練
せ
ら
れ
て
老
成

し
て
来
る
と
、
所
謂
「
老
農
的
態
度
」
と
称
す
べ
き
も
の
に
な
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
後
に

改
め
て
項
を
設
け
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。） 

     

 

君
子
を
失
っ
た
日
本                  

 

三
浦 

夏
南 

君
子
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
と
問
え
ば
、一
つ
に
は
道
義
を
実
践
す
る
有
徳
者
と
答

え
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
論
語
を
読
ん
で
い
る
と
単
な
る
道
義
の
実
践
者
の
側

面
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
上
に
立
ち
、
大
衆
を
先
導
す
る
指
導
者
、
或
は
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

人
々
の
生
活
を
下
か
ら
支
え
る
保
護
者
の
性
質
が
見
え
て
来
る
と
思
う
。
近
代
化
以
後
の
日

本
が
失
っ
た
も
の
は
多
い
が
、こ
の
君
子
の
存
在
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。 

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
に
は
武
士
や
貴
族
と
い
っ
た
人
の
上
に
立
ち
、
人
を
指
導
す
べ
き
責

任
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
た
人
々
が
存
在
し
た
。勿
論
そ
こ
に
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、江
戸
三

百
年
の
泰
平
の
中
で
自
ら
の
責
務
を
忘
却
し
、
祖
先
の
恩
恵
に
甘
え
た
人
々
も
恐
ら
く
少
な

く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、
そ
れ
を
封
建
的
だ
と
言
っ
て
適
切
な
取
捨
選
択
も
な
く
反

動
的
に
見
捨
て
て
し
ま
う
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。幕
末
の
先
哲
も
多
く
は
武
士
階
級
の
人
々

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
簡
単
に
見
過
ご
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

明
治
の
近
代
化
と
と
も
に
か
つ
て
の
身
分
は
漸
次
撤
廃
さ
れ
、
皆
一
律
に
臣
民
と
な
り
、
一

億
総
武
士
と
し
て
我
が
国
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
国
民
は
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
確
か
に
新
生
日
本
に
勢
い
の
あ
っ
た
時
代
に
は
人
材
が
続
々
と
出

現
し
、
国
家
の
要
所
に
て
所
を
得
て
活
躍
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
一
旦
落
ち
着
い
て
見
れ
ば
、
人
は

と
か
く
平
安
を
求
め
る
も
の
で
、
権
利
だ
け
を
求
め
る
国
民
が
大
多
数
と
な
り
、
今
の
如
き
衆

愚
時
代
を
現
出
し
て
い
る
。 

一
億
総
武
士
と
い
う
発
想
自
体
は
理
想
と
し
て
美
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
近
代

的
な
匂
い
が
あ
り
、
人
間
の
自
然
を
忘
却
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
平
安
を
求
め
る
の
は

人
の
欲
求
の
本
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
咎
め
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
多
数
の
も
の
が
挙
っ
て
そ
ち

ら
に
向
か
う
こ
と
も
至
極
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
泰
平
の
世
は
自
然
に
立
ち
現
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
使
命
を
奉
戴
し
た
英
雄
に
よ
っ
て
生
み
、
育
て
、
守
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
の

享
受
者
で
は
な
く
、
平
安
の
創
造
者
、
保
護
者
と
な
る
為
に
は
や
は
り
自
ら
が
特
別
で
あ
る
と

の
強
い
自
覚
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
個
人
の
人
生
で
一
朝
一
夕
に
培
わ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
幾
代
も
の
世
代
を
超
え
て
継
承
発
展
さ
れ
行
く
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
貴
族
、
武
士

は
そ
う
い
っ
た
強
い
自
覚
を
持
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
し
、
吉
田
松
陰
、
西
郷
南
洲
等
幕
末
の
英
傑
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と
呼
ば
れ
る
人
々
は
そ
の
意
識
を
江
戸
時
代
の
最
後
ま
で
持
ち
つ
づ
け
た
一
族
の
末
裔
で
あ
っ

た
。 平

安
を
求
め
る
人
間
の
性
質
が
悪
い
の
で
は
な
く
、斯
く
の
如
き
大
衆
に
方
向
を
与
え
る
君

子
の
存
在
の
欠
如
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
次
の
時
代
に
必
要
な
の
は
大
衆
の
覚
醒
な
ど
と
い
う

西
洋
的
妄
想
で
は
な
く
、真
の
意
味
で
の
貴
族
、武
士
の
再
生
な
の
で
あ
る
。こ
れ
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
法
的
な
権
威
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
特
権
階
級
の
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
真
逆
、
権
力

か
ら
か
け
離
れ
た
郷
土
に
あ
っ
て
、
毅
然
と
し
て
自
立
す
る
在
野
草
莽
の
一
族
集
団
で
あ
る
。

我
々
は
幾
代
も
の
長
い
月
日
を
か
け
て
こ
こ
に
至
り
た
い
と
常
日
頃
考
え
て
い
る
。 

 
 

                    

と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り                        

三
浦 

美
恵  

 
 
 

今
月
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
手
入
れ
、
ネ
ギ
の
定
植
準
備
・
定
植
、人
参
の
収
穫
・
出
荷
、
里
芋
の

準
備
、
春
野
菜
の
準
備
を
し
ま
し
た
。 

帽
子
と
マ
フ
ラ
ー
を
ま
き
、
水
た
ま
り
に
映
る
笑
顔
の
親
子
に
手
を
振
り
な
が
ら
、
畑
に
向

か
い
ま
す
。
元
気
の
な
い
株
が
多
い
と
心
配
し
て

い
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
か
ら
少
し
ず
つ
新
た
な
芽
が

出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
生
え
て
き
た
雑

草
を
息
子
と
一
緒
に
引
い
て
い
き
ま
す
。
少
し
前

ま
で
は
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と
な
ど
出
来
な

か
っ
た
息
子
が
一
人
前
に
作
業
を
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
子
ど
も
の
成
長
の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
五
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
収
穫
に
向
け

て
、
再
度
中
耕
・
畝
上
げ
を
行
い
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
生
長
を
促
し
ま
し
た
。 

次
に
、
一
昨
年
前
に
自
分
た
ち
で
建
設
し
た
ハ
ウ
ス
へ
、
ネ
ギ
の
定
植
も
行
い
ま
し
た
。
当
時

は
葉
物
野
菜
を
近
く
の
産
直
市
へ
の
出
荷
す
る
た
め
に
、
家
か
ら
二
十
分
程
か
か
る
杏
奈
さ
ん

の
実
家
に
建
設
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
農
業
の
方
針
を
転
換
し
た
た
め
、
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ウ
ス
な
ら
、
通
常
よ
り
早
く
か
ら
ネ
ギ
が
収
穫
で
き
る
た
め
、
今
回
は
そ
ち
ら

に
定
植
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
は
暖
か
い
た
め
野
菜
が
早
く
育

つ
半
面
、
水
の
管
理
や
湿
度
の
微
調
整
が
難
し
く
、
病
虫
害
の

被
害
を
受
け
や
す
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
ま
め
に
ハ
ウ
ス
に
出

向
い
て
水
や
り
、
換
気
、
育
ち
具
合
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
水

や
り
の
設
備
を
整
え
る
た
め
に
何
度
も
ホ
ー
ス
の
調
整
を
し

て
い
ま
す
。 

続
い
て
、
人
参
の
収
穫
・
出
荷
で
す
。
産
直
市
へ
の
出
荷
用
に

育
て
て
い
た
人
参
が
大
き
く
な
り
、
毎
週
末
、
山
の
畑
か
ら
収

穫
し
、持
ち
帰
っ
て
土
を
洗
い
落
と
し
、袋
詰
め
し
て
産
直
市
へ
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持
っ
て
行
き
ま
す
。
山
の
畑
で
育
て
て
い
た

た
め
、
鹿
の
餌
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
畑
に

行
く
度
に
人
参
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
鹿
に

負
け
な
い
よ
う
、
私
達
も
毎
週
収
穫
し
て
行

き
ま
す
。 

ま
た
、
里
芋
の
準
備
も
行
い
ま
し
た
。
畑

に
鶏
糞
や
苦
土
石
灰
を
ま
き
、
ト
ラ
ク
タ
ー

で
深
耕
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
後
は
肥
料
を

ま
い
て
マ
ル
チ
を
張
っ
て
い
く
作
業
が
あ
る

の
で
す
が
、
五
反
と
い
う
広
い
面
積
の
里
芋

を
す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
逃
さ
な
い
よ
う
、
天
気
予
報
と
畑
の
乾
き

具
合
を
見
な
が
ら
主
人
と
相
談
し
ま
す
。 

最
後
は
春
野
菜
の
準
備
で
す
。
今
年
は

昨
年
よ
り
多
く
の
野
菜
を
早
く
か
ら
育
て

よ
う
と
、
初
め
て
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
育
苗

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ケ

ー
ル
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
レ
タ
ス
・
大
根
・
蕪
・
人
参
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
枝
豆
の
播
種
・

定
植
を
し
ま
し
た
。
「
大
き
く
な
ー
れ
」
と
言
い
な
が
ら
息
子
と
水
や
り
し
、
芽
が
出
た
か
小
ま

め
に
確
認
に
行
き
ま
す
。秋
に
定
植
し
て
い
た
玉
ね
ぎ
や
ニ
ン
ニ
ク
も
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

春
を
目
前
に
控
え
、
少
し
ず
つ
暖
か
い
日
が
続
く
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
草
刈
り
に
追

わ
れ
る
日
が
迫
っ
て
い
る
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
で
す
が
、
同
時
に
沢
山
の
野
菜
が
育
つ
、
生
命
が

漲
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。来
月
も
家
族
で
協
力
し
て
農
業
を
営
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

   

    

★
活
動
報
告 

 

・
二
月
十
二
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

相
談
会
「
三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て
」 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 ・
二
月
二
十
六
日
（
日
）
十
九
時
～
二
十
一
時
勉
強
会
『
古
事
記
』 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

★
今
後
の
予
定 

 

・
三
月
十
一
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

相
談
会
「
三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て
」 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 
 

 

・
三
月
二
十
五
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時
勉
強
会
『
古
事
記
』 

 
 
 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

★
一
燈
照
偶 

万
燈
照
国 

 
 

ひ
の
心
を
継
ぐ
会
は
竹
葉
秀
雄
・
近
藤
美
佐
子
両
先
生
の
精
神
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
会
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周

囲
の
人
々
の
心
に
「
ひ
」
を
燈
し
、
や
が
て
そ
れ
が
国
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
活
動
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
会
費 

・
一
般
会
員 

 
 
 
 
 

三
千
円 

・
賛
助
会
員 

 
 

 
 
 

一
万
円 

・
特
別
賛
助
会
員 

 
 

 

三
万
円 

・
支
援
会
員 

 
 
 
 
 

一
万
円 


